
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、人
々
の
生
活
は

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
い
ざ
と
い
う
時
」に
備
え
て
、

私
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
か
。

日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
仕
組
み
や

世
界
の
事
例
な
ど
を
通
し
て
、

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」の
あ
り
方
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

給与明細書で
公的セーフティーネットである
社会保障制度をチェック！！

次ページへ
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今
こ
そ
考
え
よ
う
！

 

働
く
人
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト

・
給
与
明
細
で
分
か
る
社
会
保
障
制
度

・
働
く
人
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
Q
＆
A

・
海
外
に
は
ど
ん
な
制
度
が
あ
る
？

   

世
界
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

・
小
熊
英
二
先
生
に
聞
く
！

    

日
本
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

   

成
り
立
ち
と
本
質
は
？

12

仕
事
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

福
士
蒼
汰
さ
ん

自
分
を
知
り
、

恐
れ
ず
自
分
ら
し
く

14

い
ざ
と
い
う
時
の

支
え
合
い
・
助
け
合
い
を
考
え
る
た
め
の

お
す
す
め
コ
ン
テ
ン
ツ

15

働
く
上
で
困
っ
た
時
の

相
談
窓
口

　

社
会
保
障
と
い
う
と
、
と
っ
つ
き

に
く
い
、
自
分
に
は
あ
ま
り
関
係
が

な
い
と
感
じ
る
人
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
一
言
で
言
え
ば
「
家
族
を
超

え
た
支
え
合
い
」
の
仕
組
み
で
す
。

　

元
気
な
時
は
あ
ま
り
意
識
し
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
長
い
人
生
の

間
に
は
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

て
病
気
に
な
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
含

め
、
思
わ
ぬ
形
で
仕
事
を
失
う
な
ど
、

生
活
上
の
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
が

ど
う
し
て
も
起
こ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
時
、
家
族
の
中
で
の
支
え
合
い
に

は
自
ず
と
限
界
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
皆
で
税
金
や
保
険
料
を
出

し
合
い
、
医
療
や
福
祉
や
雇
用
、
年

金
な
ど
の
仕
組
み
を
整
え
、
困
っ
た

時
に
活
用
す
る
の
が
社
会
保
障
で
す
。

　

若
い
世
代
の
人
は
、
そ
れ
で
も
な

お
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
て

私
は
「
人
生
前
半
の
社
会
保
障
」
と

い
う
考
え
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

社
会
保
障
は
、
医
療
や
介
護
、
年
金

な
ど
主
に
「
高
齢
者
」
の
た
め
の
制

度
だ
と
感
じ
る
人
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
実
際
、
日
本
の
社
会
保
障
は
現

在
約
1
2
0
兆
円
規
模
で
、
そ
の
う

ち
の
約
7
割
は
高
齢
者
関
係
で
す
。

　

し
か
し
、「
社
会
保
障
は
高
齢
者

向
け
」
と
い
う
考
え
は
、
実
は
古
い

発
想
で
す
。
近
年
で
は
、
非
正
規
雇

用
の
広
が
り
な
ど
、
若
い
世
代
の
方

が
高
齢
世
代
よ
り
生
活
が
不
安
定
で
、

そ
れ
が
未
婚
化
・
晩
婚
化
や
少
子
化

の
背
景
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
や
雇
用
の
支
援
な
ど
、
子
ど
も

や
若
い
世
代
、
子
育
て
世
帯
へ
の

「
人
生
前
半
の
社
会
保
障
」
が
非
常

に
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
社
会

保
障
の
仕
組
み
を
作
る
か
は
、「
国

の
か
た
ち
」
を
決
め
る
と
言
え
る
ほ

ど
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
政
治
の

場
で
も
し
ば
し
ば
議
論
に
な
っ
て
い

ま
す
。
社
会
保
障
を
め
ぐ
る
動
き
や

今
後
に
つ
い
て
、
政
治
を
ウ
ォ
ッ
チ

し
た
り
、
意
見
を
表
明
し
た
り
す
る

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
で
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

「
人
生
前
半
の
社
会
保
障
」に
も
目
を
向
け
て

厚生省、千葉大学教授をへて2016年
より現職。専攻は公共政策、科学哲学。
『日本の社会保障』（岩波新書）でエコ
ノミスト賞、『コミュニティを問いな
おす』（ちくま新書）で大仏次郎論壇
賞受賞。近著に『人口減少社会のデザ
イン』（東洋経済新報社）など。

京都大学
こころの未来 
研究センター教授
広井良典
（ひろい・よしのり）

  

働
く
人
の

働
く
人
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー

セ
ー
フ
テ
ィ
ー

  

ネ
ッ
ト

ネ
ッ
ト

今
こ
そ
考
え
よ
う

今
こ
そ
考
え
よ
う
!!

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」
は

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
必
須

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
は
、

も
と
も
と
サ
ー
カ
ス
の
綱
渡
り
な

ど
で
、
万
が
一
落
下
し
た
時
で
も

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
張
ら
れ

た
網
の
こ
と
。
そ
こ
か
ら
転
じ
て
、

リ
ス
ク
が
発
生
し
た
時
に
、
最
悪

の
事
態
を
避
け
る
た
め
の
制
度
や

仕
組
み
全
般
の
こ
と
を
意
味
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
網
が
あ
る

か
ら
安
心
し
て
舞
台
に
立
て
る
よ

う
に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
る

仕
組
み
が
整
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
安
心
し
て
社
会
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
集
特
集
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差引支給額
178,842

給与支払明細書　●××年▲月 株式会社●××商事
部門-所属 0000 社員番号 000-00-0000 氏名  応援太郎 殿

勤
怠

出勤日数 年休日数 特休日数 欠勤 遅早時間 超勤時間 休日時間 深夜時間
20 0 0 0 0 15 0 0

支
給

基本給 職務手当 役職手当 家族手当 住宅手当  時間外手当 課税交通費 非課税交通費 総支給額計
205,000 10,000　　 0 　　 0 0 24,023 0 17,930 256,953

控
除

健康保険料 厚生年金保険料  介護  　保険料 雇用保険料 社会保険料計 所得税 住民税
11,952 21,393   0 956 34,301 4,910 15,400

共済会費 団体生命保険料 損害   保険料 労働組合費 財形貯蓄 控除額計
500 0   0 3,000 20,000 78,111

＊この明細は実例を元にしたモデルです。

給
与
明
細
で
分
か
る
社
会
保
障
制
度

給
与
明
細
で
分
か
る
社
会
保
障
制
度

社
会
保
障
制
度
と
一
口
に
言
っ
て
も
、目
的
や
用
途
に
応
じ
て
様
々
な
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
納
付
す
る
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、

働
く
人
な
ら
誰
も
が
受
け
取
る
給
与
明
細
の
内
容
か
ら
、日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

　労働者が失業した場合などに給
付を行い、再就職までの生活を保
障するための制度。育児休業等で
雇用を継続する場合や職業訓練を
受講した際にも給付される。要件
を満たすすべての労働者が原則と
して加入し、保険料は労働者と事
業主が共同で負担する。

政府管掌の強制保険制度

　公的年金制度は、老後の生活の
ための老齢年金だけでなく、障害
の状態になった時に受け取れる障
害年金や、遺族の生活を保障する
遺族年金の給付を行う。
　日本は「国民皆年金」制をとっ
ており、20歳～60歳未満の全て
の人が加入する国民年金と、会社
員や公務員が加入する厚生年金・
共済年金で構成される。これに加
えて、企業が従業員のために掛け

老後だけじゃない！公的年金制度

　業務外で病気やケガをしたとき
の医療費と休業補償、出産時など
の給付を行う。医療機関での窓口
負担は原則3割、医療費が高額に
なった際は所得に応じて窓口負担
の上限が決められている。
　会社員は会社や企業グループ、
業界単位の健保組合、公務員など

病気やけがに備える公的医療保険
は共済組合、これらの組合がない
労働者は協会けんぽに加入し、保
険料は労働者と事業主が共同で負
担する。
　自営業者は市町村が運営する国
民健康保険に加入する。

　介護サービスを受ける際の費用
などを給付する。原則として市町
村単位で運営されており、40 歳
以上の全住民が加入する。保険料
は加入している健康保険と一緒に
徴収される。

　業務中や通勤中の事故などで負
傷したり、病気になったりした際
に給付を行う。政府が運営し、労
働者を雇用するすべての事業所が
加入する。適用対象外の自営業者
などには特別加入制度がある。

介護が必要な高齢者を
社会全体で支える

業務中のケガや病気に

PO INTPO INT

P LUS

PO INT

社
会
全
体
で

リ
ス
ク
を
分
か
ち
合
う

　

社
会
保
障
と
い
う
と
、
高
齢
者

の
た
め
の
制
度
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
年
金
に
は
、

病
気
や
ケ
ガ
、
う
つ
病
な
ど
の
精

神
疾
患
で
障
害
を
負
っ
た
り
、
経

済
的
に
頼
っ
て
い
た
配
偶
者
や
親

が
亡
く
な
っ
た
り
し
た
際
に
受
給

で
き
る
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
な

ど
も
あ
リ
ま
す
。
想
定
外
の
リ
ス

ク
に
出
会
っ
た
時
、
個
人
の
力
だ

け
で
対
処
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
か
ら
、
若
者
に
と
っ
て
も
、
い

ざ
と
い
う
時
に
生
活
を
助
け
て
く

れ
る
重
要
な
仕
組
み
で
す
。

　

社
会
保
障
制
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
収
入
な
ど
に
応
じ
て
税
金
や
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
誰
も
が

抱
え
る
リ
ス
ク
を
社
会
全
体
で
分

か
ち
合
う
、
助
け
合
い
の
仕
組
み

な
の
で
す
。

金を支払う企業年金、個人が任意
に加入する私的年金を含めて、「3
階建て」の構造といわれている。
労働者は国民年金に加え、厚生年
金にも加入する。保険料は、労働
者と事業主が共同で負担する。
　自営業者は国民年金に加入する。

「3階建て」構造の日本の年金制度

3
階
部
分

2
階
部
分

1
階
部
分

国民年金（基礎年金）　　　　    

自営業など 会社員 公務員
など

会社員・
公務員などの
被扶養配偶者

企業年金私的年金

（公務員等）

【雇用保険】【健康保険】

【介護保険】【労災保険】

【厚生年金保険】

働
く
人
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

働
く
人
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

特
集
特
集

 関連情報  P7  33   ・
66
へ

 関連情報  P6  
11

 
22

 ・P7  
33
へ

 関連情報  P6  
11
へ

 関連情報  P7  
44
へ
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（民間サラリーマン）

厚生年金保険
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働
く
人
の

働
く
人
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

＊
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
を
踏
ま
え
、特
別
定
額
給
付
金
や
学
生
支
援
緊
急
給
付
金
を

は
じ
め
、生
活
資
金
の
貸
付
、社
会
保
険
料
等
の
猶
予
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
休
業
支
援
金
な
ど
、様
々
な
支
援
が
あ
り
ま
す（
2
0
2
0
年
9
月
現
在
）。

人
生
に
は
、予
期
せ
ぬ
こ
と
が
つ
き
も
の
で
す
。

「
ケ
ガ
や
病
気
で
急
に
働
け
な
く
な
っ
た
」、「
会
社
か
ら
突
然
解
雇
さ
れ
た
」な
ど
、

仕
事
上
で
も
不
意
の
出
来
事
が
起
き
る
可
能
性
は
誰
に
も
あ
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、働
く
人
の
た
め
の
法
律
や
社
会
保
障
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

正
社
員
に
限
ら
ず
、
要
件
を
満

た
せ
ば
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇
用
形
態
で

も
、
社
会
保
険
（
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
保
険
）
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
対
象
は
、
週
30
時
間
以

上
、
ま
た
は
従
業
員
5
0
1
人

以
上
の
会
社
で
週
20
時
間
以
上

働
く
人
な
ど
で
す
（
学
生
は
対

象
外
）。
従
業
員
5
0
0
人
以

下
の
会
社
で
も
、
労
使
で
合
意

す
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。
社
会

保
険
料
は
労
働
者
と
事
業
主
が

共
同
で
負
担
し
ま
す
。

雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
、
男
女
と
も
に
育
児
休
業
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
１
歳

未
満
の
子
（
保
育
所
に
入
れ
な

い
な
ど
の
事
情
が
あ
れ
ば
最
長

2
歳
に
達
す
る
日
ま
で
）
を
養

育
す
る
た
め
に
育
児
休
業
を
取

得
し
た
な
ど
一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
人
が
対
象
で
、
原
則
と

し
て
休
業
開
始
後
6
カ
月
間
は

休
業
開
始
前
賃
金
の
67
％
（
そ

れ
以
降
は
50
％
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
健
康
保
険
か
ら
、

出
産
育
児
一
時
金
や
出
産
手
当

金
（
産
前
産
後
休
業
中
の
補

償
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

業
務
上
の
理
由
で
ケ
ガ
や
病
気

を
し
た
時
の
た
め
に
労
災
保
険

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
）
が

あ
り
ま
す
。
加
入
す
る
の
は
労

働
者
で
は
な
く
事
業
主
で
、
保

険
料
は
全
額
事
業
主
が
負
担
し

ま
す
。
雇
用
形
態
を
問
わ
ず
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る

場
合
、
加
入
義
務
が
あ
り
、
す

べ
て
の
労
働
者
が
適
用
対
象
で

す
。
勤
務
中
は
も
ち
ろ
ん
、
通

勤
時
の
ケ
ガ
な
ど
に
も
適
用
さ

れ
ま
す
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど

に
も
特
別
加
入
制
度
が
あ
り
ま

す
が
、
保
険
料
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

会
社
の
都
合
で
従
業
員
を
休
ま

せ
る
場
合
、「
や
む
を
得
な
い

事
由
」を
除
き
、労
働
者
に
「
休

業
手
当
」
を
支
払
う
義
務
が
あ

り
ま
す
。
休
業
手
当
は
、
平
均

賃
金
の
6
割
以
上
支
払
う
こ
と

と
労
働
基
準
法
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。「
や
む
を
得
な
い
事

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
ア
ル
バ
イ
ト
は
、

社
会
保
険
に
加
入
で
き
な
い
と
会
社
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。

育
児
休
業
を
取
得
す
る
予
定
で
す
が
、

休
業
中
の
収
入
が
不
安
で
す
。

仕
事
中
に
ケ
ガ
を
し
た
場
合
の
補
償
は
あ
り
ま
す
か
？

会
社
か
ら
仕
事
を
休
む
よ
う
に
言
わ
れ
、

そ
の
分
の
収
入
が
減
っ
て
生
活
が
苦
し
い
で
す
。

自
分
で
備
え
る
手
段
と
し
て
、

i
D
e
C
o
（
個
人
型
確
定
拠

出
年
金
）
や
民
間
の
保
険
会
社

に
よ
る
医
療
保
険
や
生
命
保
険

な
ど
に
加
入
す
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。
支
払
っ
た
保
険
料
は
所

得
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
（
生

命
保
険
料
控
除
）。
自
身
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
家
族
構
成
な

ど
に
合
わ
せ
て
、
公
的
制
度
だ

け
で
は
不
足
す
る
部
分
を
補
う

形
で
加
入
し
て
い
る
人
が
多
い

よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
働
く
こ
と
に
関
し
て

は
、
労
働
組
合
に
入
っ
た
り
、

つ
く
っ
た
り
す
る
の
も
方
法
で

す
。
労
働
組
合
と
は
「
労
働
者

が
主
体
的
に
職
場
環
境
を
改
善

す
る
た
め
の
組
織
」
で
す
。
労

働
者
が
一
人
で
会
社
に
立
ち
向

か
う
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
み

ん
な
で
集
ま
っ
て
行
動
す
る
権

利
が
憲
法
で
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
（
労
働
基
本
権
）。
働
い
て

い
る
会
社
に
労
働
組
合
が
な
く

て
も
、
地
域
や
職
域
ご
と
な
ど
、

個
人
で
加
入
で
き
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
、
傷
病
手
当
金
が
受
給
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
傷
病
手

雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
失
業
給
付
（
基
本
手

当
）
を
受
給
で
き
ま
す
。
退
職

理
由
が
、
自
己
都
合
か
会
社
都

合
か
に
よ
っ
て
受
給
で
き
る
期

間
な
ど
が
異
な
り
ま
す
（
年
齢

等
に
応
じ
て
、
会
社
都
合
の
場

合
は
最
大
3
3
0
日
間
、
自
己

都
合
の
場
合
は
最
大
1
5
0
日

間
受
給
可
能
）。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
地
域
の

福
祉
事
務
所
に
相
談
し
、
生
活

保
護
制
度
の
活
用
も
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。
生
活
保
護
制
度
と

は
、
困
窮
の
程
度
に
応
じ
て
必

要
な
保
護
を
行
い
、「
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」

を
保
障
し
、
自
立
を
支
援
す
る

制
度
で
す
。

公
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で
は
不
安
が
残
り
ま
す
。

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

病
気
に
な
っ
て
、
仕
事
を
休
ん
で
い
ま
す
。

収
入
も
な
く
、
医
療
費
が
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

失
業
し
、
生
計
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

連合「働くみんなにスターター
BOOK」で、働く上で最低限の
ワークルールや社会保障制度の
紹介、困った時の相談先などが
紹介されています。以下のQR
コード、または「働くみんなに
スターターブック」で検索し、
アクセスしてください。

もっと詳しく知りたい人は…

https://www.jtuc-rengo.or.jp/soudan/work
rules/data/bookdata/html5.html#page=1

由
」
の
範
囲
は
、「
休
業
を
避

け
る
た
め
に
社
会
通
念
上
最
善

の
努
力
を
し
た
か
」
で
個
別
に

判
断
さ
れ
ま
す
。
＊
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
る
休
業
も
、
一
般
的
に
は

休
業
手
当
の
支
払
い
対
象
に
な

り
え
ま
す
。

働
く
人
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

働
く
人
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

特
集
特
集

給
さ
れ
ま
す
。
医
療
費
が
高
額

に
な
る
場
合
は
、
所
得
に
応
じ

た
上
限
額
で
の
窓
口
負
担
と
な

113344

556677

22
当
金
は
、
病
気
休
業
中
に
労
働

者
と
そ
の
家
族
の
生
活
保
障
の

た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
、

病
気
や
ケ
ガ
の
た
め
に
会
社
を

休
み
、
事
業
主
か
ら
十
分
な
報

酬
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
支

り
ま
す
。
ま
た
、
精
神
科
の
病

気
の
場
合
は
自
立
支
援
医
療
、

心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
場

合
は
自
治
体
の
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
制
度
を
活
用
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
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いざという時の、「支え合い・助け合い」の仕組みとしてのセーフティーネット。
世界の国々には、どのようなセーフティーネットがあるでしょうか。

海外の事例を参考に日本のあり方を考えてみましょう。

世界のセーフティーネット
海外にはどんな制度がある?

タ
イ

自己責任の精神により、公的な医療保障は
高齢者や障がい者、低所得者などに限定。
無保険者の問題から、2014年、オバマ政
権時に最低限必要な民間医療保険の加入を
原則義務化したが、トランプ政権下で補助
金が削減されるなど弱体化。

アメリカ
国民皆保険制度なく、
民間医療保険が中心

女性は出産前後の6カ月間、男性は配偶者
の出産後30日以内に5日間の出産休暇を取
得可能。休暇中は、取得前6カ月の平均給
与月額相当の給付金が支給される。女性が
早めに復職した場合、未消化分の出産給付
金も受給できる。

ベトナム
男性も出産休暇を取得可能
休暇中も100％の給付金を受給

2016年の法改正で、プラットフォームの
社会的責任として、団結権・団交権のほか、
労災、職業教育への対応について規定。労
務提供者は自営業だが、労働組合の団結権
や争議権といった集団的権利が認められた。

フランス
プラットフォームの労務提供者
自営業者でも団結活動は可能

労働組合が失業保険金庫を管理し、政府が
補助を行う方式で運営している。失業保険
の加入は任意だが、自営業者や職業訓練を
終えた新規学卒者など、ほとんどすべての
就労者が加入できるのが特徴。

デンマーク
失業保険を労働組合が運営
自営業や新規学卒者も加入可能

労働者や職業養成訓練の受講者、農業・漁
業など自営業者の一部、学生、ボランティ
アも対象。産業・業種別に組織された労災
保険組合が保険者で、労働災害や職業病に
対する補償のほか、労働災害の予防活動も
行う。

ドイツ
対象が幅広い労災保険制度
保険料は事業主の全額負担

できるだけ就労し納税して社会福祉国家を
支えるという就労原則に基づき、税制や社
会保障は、就労して多く収入を得ることに
対するインセンティブが高まるよう設計さ
れている。失業者へは、早期復帰に向けた
様々な支援策がある。

スウェーデン
年金や失業手当など、
就労する気にさせる制度設計

「新就職手当」という名称で、要件を満た
している場合には、期間の定めなく受給で
きる。保険方式ではなく、国庫負担のため、
職を失った人だけではなく、就職経験のな
い新規学卒者なども対象となっている。

オーストラリア
失業給付は全額国庫負担
新規学卒者なども支給対象 政府主導で設立された積立額を選べる個人

向けの年金制度で、加入すると給料から控
除される。企業側も労働者の賃金の最低3
％を拠出する。引き出しは原則65歳から
だが、初めて住宅を購入する場合などにも
利用できる。

ニュージーランド
政府主導の年金制度
キーウィセーバーで積立

登録した人が「時間」を単位としてサービ
スをやりとりする仕組み。誰かにサービス
を提供すると、その時間分だけ「時間預金」
ができ、貯めた時間で誰かからサービスを
受けられる。金銭によらない助け合いの仕
組みとして注目を集める。

スペイン
金銭ではない経済の形
時間銀行の広がり

労災補償・死亡保障は雇用主、老齢保障・
年金保障は雇用主と労働者で、保険料を負
担。老齢補償は、積立制で定年時に受給権
利が発生するが、仕事を辞めた場合は年齢
に関わらず加入期間に応じて一時金を支給。

インドネシア
2015年から実施
総合的な労働社会保障制度

企業規模間による待遇差が大きく、若年
就業率が日本より低い。中小企業に就職
し、2年間で300万ウォン（約27万円）積
み立てると、政府と企業の積み立てと合わ
せ1,600万ウォン（約143万円）受け取れる
制度がある。 

韓国
中小企業への就職促進策
資産形成のための共済制度

働
く
人
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

働
く
人
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

特
集
特
集
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小
熊
英
二
先
生
に
聞
く

小
熊
英
二
先
生
に
聞
く
!!

日
本
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

日
本
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

成
り
立
ち
と
本
質
は

成
り
立
ち
と
本
質
は
??

社
会
の「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」は
、ど
の
よ
う
な
経
緯
で
生
ま
れ
、ど
う
発
展
し
て
き
た
の
か
。

社
会
保
障
の
制
度
的
な
変
遷
や
様
々
な
助
け
合
い
の
事
例
を
、

膨
大
な
資
料
を
も
と
に
近
代
日
本
の
意
識
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
を
続
け
て
い
る

歴
史
社
会
学
者
の
小
熊
英
二
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。

歴史社会学者

慶応義塾大学教授。1962年東京生
まれ。1987年東京大学農学部卒業。
出版社勤務を経て、1998年東京大
学教養学部総合文化研究科国際社会
学専攻大学院博士課程修了。慶應義
塾大学専任講師、助教授を経て現職。

小熊英二（おぐま・えいじ）

　

現
在
の
日
本
の
社
会
保
障
制
度

は
1
9
3
0
年
代
か
ら
50
年
代
に

構
想
さ
れ
、
60
年
代
初
頭
に
完
成

を
み
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦

前
は
、
公
務
員
に
は
恩
給
制
度
が
、

大
企
業
に
は
1
9
2
0
年
代
か
ら

企
業
独
自
の
年
金
制
度
が
あ
り
ま

し
た
。
戦
後
、
健
康
保
険
と
年
金

の
制
度
設
計
を
す
る
時
、
こ
れ
ら

の
制
度
を
土
台
に
し
ま
し
た
。
同

時
に
、
対
象
外
だ
っ
た
農
林
自
営

業
者
な
ど
を
「
国
民
健
康
保
険
」

と
「
国
民
年
金
」
と
い
う
形
で
カ

バ
ー
し
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

日
本
は
、
世
界
で
4
番
目
に
国
民

皆
保
険
を
達
成
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
制
度
で
カ
バ
ー

し
き
れ
な
い
日
雇
い
労
働
者
や
臨

時
工
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
60
年
代
後
半
以
降
、

女
性
の
パ
ー
ト
を
は
じ
め
非
正
規

雇
用
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

制
度
そ
の
も
の
が
、
現
代
の
日
本

社
会
と
乖
離
し
て
お
り
、
制
度
の

あ
り
方
を
考
え
直
す
べ
き
時
期
と

言
え
ま
す
。

　

社
会
保
障
の
あ
り
方
を
大
ま
か

に
分
け
る
と
、
税
金
で
全
国
民
に

提
供
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
制
度

か
、
何
ら
か
の
信
用
単
位
を
作
っ

て
助
け
合
う
方
法
の
二
通
り
あ
り

仲間同士で積み立てをし、必要な
時にそこから支払う「無尽」。

社
会
保
障
制
度
の
本
質
は

お
互
い
が
助
け
合
う
こ
と

SUBJ ECTSUBJ ECT
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小
さ
な
単
位
で
の「
助
け
合
い
」

は
、
世
界
中
、
ど
ん
な
時
代
に
も

見
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
江
戸
時
代
の
日
本
に

は
「
無
尽
」
と
い
う
仕
組
み
が
あ

り
ま
し
た
。
長
屋
な
ど
の
仲
間
で

集
ま
っ
て
積
立
金
を
つ
く
り
、
若

者
が
結
婚
し
た
り
、
誰
か
が
病
気

に
な
っ
た
り
し
て
お
金
が
必
要
に

な
っ
た
時
、
そ
こ
か
ら
支
払
う
の

で
す
。
事
業
を
始
め
る
時
の
保
証

な
ど
に
も
使
わ
れ
た
例
も
あ
り
、

そ
の
後
の
相
互
銀
行
の
原
型
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
職
種
単
位

で
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
が
、
労

働
組
合
や
社
会
保
険
組
合
な
ど
の

形
で
制
度
化
さ
れ
、
成
長
し
て
き

ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
圏
で
は
、
同
郷
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

強
固
で
す
。
同
じ
地
域
の
出
身
者

同
士
で
、
仕
事
の
斡
旋
を
し
た
り
、

困
っ
た
時
に
宿
を
貸
し
た
り
と
い

っ
た
具
合
で
す
。
親
族
の
範
囲
も

広
く
、「
お
じ
さ
ん
の
兄
弟
の
息

子
」
の
よ
う
な
関
係
の
人
が
頼
っ

て
く
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

　

日
本
で
も
、
高
度
経
済
成
長
前

ま
で
は
、
同
郷
や
親
族
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
比
較
的
強
い
社
会
で
し

た
。
東
京
な
ど
都
市
部
は
、
関
係

性
が
希
薄
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、「
富
山
の
薬
売
り
」

や
銭
湯
経
営
で
の
北
陸
出
身
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
よ
う
に
、

特
定
地
域
出
身
者
の
つ
な
が
り
は

大
事
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
60
年
代
、
東
京
で
大
き

な
団
地
が
次
々
と
建
て
ら
れ
、
住

環
境
改
善
の
た
め
に
住
民
同
士
の

助
け
合
い
が
発
達
し
ま
し
た
。
自

治
会
を
作
り
、
道
路
や
下
水
道
の

整
備
、
バ
ス
停
の
新
設
を
求
め
た

り
、
近
所
の
農
家
か
ら
野
菜
を
共

同
購
入
し
た
り
、
保
育
所
を
作
る

運
動
を
し
た
り
と
い
っ
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
協
や
農
協
な
ど
は
、
今
で
も

残
る
仕
組
み
で
す
。
日
本
は
こ
う

し
た
地
域
に
密
着
し
た
組
合
が
発

達
し
て
い
ま
す
。
労
働
組
合
も
助

け
合
い
の
単
位
で
す
。
単
な
る
賃

上
げ
要
求
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

共
同
購
入
や
社
宅
の
借
り
上
げ
、

保
育
所
の
整
備
な
ど
も
労
働
者
や

職
場
に
密
着
し
た
活
動
と
し
て
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。　

　

こ
う
し
た
身
近
な
助
け
合
い
の

事
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
代
や
地
域

の
社
会
条
件
の
中
で
生
ま
れ
、
必

要
に
迫
ら
れ
て
発
展
し
て
き
た
も

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
現
代
日
本

に
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
り
、
復

活
さ
せ
た
り
す
れ
ば
い
い
と
い
う

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
い
ま
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て

の
問
題
解
決
の
た
め
に
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
る
に
は
、
大
い
に

ヒ
ン
ト
に
は
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

世
界
と
日
本
の
歴
史
か
ら
見
る

身
近
な
「
助
け
合
い
」
の
事
例

ま
す
。
後
者
は
、
業
界
、
組
合
、

地
域
な
ど
あ
る
共
同
の
単
位
で
積

み
立
て
る
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会
保

険
」
方
式
が
基
本
で
す
が
、
民
間

保
険
会
社
な
ど
で
積
み
立
て
る
な

ど
、
市
場
か
ら
調
達
す
る
シ
ス
テ

ム
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

重
要
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
仕
組

み
は
い
ず
れ
も
、「
い
ま
困
っ
て

い
な
い
人
」
が
「
い
ま
困
っ
て
い

る
人
」
を
助
け
る
と
い
う
点
で
す
。

つ
ま
り
、「
弱
者
」
だ
け
が
集
ま

っ
て
も
機
能
せ
ず
、「
助
け
が
不

要
な
人
」
が
参
加
し
て
初
め
て
成

り
立
つ
の
で
す
。

　

病
気
に
な
り
に
く
い
若
者
や
高

所
得
者
は
、「
何
故
自
分
が
お
金

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
」
と
考
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
年
を
と
っ
た
り
、
事
故

で
働
け
な
く
な
っ
た
り
し
た
時
ど

う
す
る
の
か
は
誰
も
が
考
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
ゴ
ミ
を
出
せ
ば
収
集
し
て
も
ら

え
る
、
夜
の
町
を
安
心
し
て
歩
け
る

な
ど
の
社
会
環
境
は
、
皆
で
負
担
し

合
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

意
味
で
、「
お
互
い
に
助
け
合
う
」

こ
と
が
社
会
保
障
の
本
質
な
の
で
す
。

戦前＝社会保障制度の起こり 日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
変
遷

戦後緊急援護
=救貧

高度経済成長と
生活水準向上＝防貧

安定成長への移行と
社会保障制度の見直し

少子高齢化
問題への対応

働
く
人
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

働
く
人
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

特
集
特
集

1
9
2
3
年　

恩
給
法
制
定

官
吏
の
退
職
後
の
生
活
保
障
の
た
め
の
制
度
。戦
後
、

公
務
員
共
済
制
度
に
移
行

1
9
2
7
年

健
康
保
険
法
施
行

初
の
労
働
者
対
象
の
公
的
医
療
保
険
制
度
の
開
始
。

対
象
は一
部
の
大
企
業
正
社
員
な
ど
に
限
定

1
9
3
8
年

国
民
健
康
保
険
制
度
制
定

自
営
業
者
、農
業
従
事
者
を
対
象
に
創
設

1
9
4
1
年

労
働
者
年
金
保
険
法
制
定

工
場
な
ど
で
働
く
労
働
者
が
対
象
の
年
金
保
険
制
度

創
設1

9
4
4
年

労
働
者
年
金
保
険
法
を

厚
生
年
金
保
険
法
に
改
称

男
性
の
事
務
労
働
者
や
女
性

に
も
対
象
拡
大

1
9
4
6
年　

生
活
保
護
法
制
定

1
9
4
7
年　

失
業
保
険
法
制
定

1
9
5
4
年

厚
生
年
金
保
険
法
改
正

全
面
的
な
体
系
の
改
正
、国

庫
負
担
の
導
入

1
9
6
1
年　

国
民
皆
保
険
・
皆
年
金
の

実
施

す
べ
て
の
国
民
が
、必
ず
何
ら

か
の
医
療
保
険
制
度
と
年
金

保
険
制
度
に
加
入

1
9
7
3
年　

老
人
医
療
費
支
給
制
度
、

年
金
の
物
価
・
賃
金
ス
ラ

イ
ド
の
導
入
な
ど「
福
祉

元
年
」

2
0
0
0
年　

介
護
保
険
制
度
開
始

1945年～（昭和20年代）
戦後の緊急援護と基盤整備（いわゆる「救貧」）

1955年～（昭和30・40年代）
国民皆保険・皆年金と社会保障制度の発展（いわゆる「防貧」）

1975年～（昭和50・60年代）
安定成長への移行と社会保障制度の見直し

1989年～（平成以降）
少子高齢社会に対応した社会保障制度の構造改革
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